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令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇各教科等の目標をふま

え、一人ひとりの教育的ニ

ーズに応じた、学習指導を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇カリキュラムマネジメン

トの視点をふまえ、教育課

程の評価・改善に取組む。 

①自分専用端末の効果的な活

用方法やコミュニケーション

支援の場面等を教員間で共有

し、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を

推進する。 

 

 

 

 

 

 

②児童・生徒が「何のために

学ぶのか」各教科等を学ぶ意

義や校外学習等の目的を整理

し系統的、発展的な指導に当

たる。 

①-ア 個別教育計画に基づき自分専用

端末を活用し、授業における活用につ

いて「知る・使ってみる・活用する」

と段階的に進める。 

 

 

①-イ 一人一授業の公開を継続し、児

童・生徒が自ら手がかりに気づき主体

的に学ぶ方法を共有する。 

 

 

 

②令和10年度の肢体不自由教育部門開

設を見据えたビジョンを共有し、各学

部において各教科等の目標や内容、時

間配分、校外学習等の目的を整理し、

教職員間で共有する。 

①-ア 本人・保護者とともに自分専

用端末を活用した支援の手立てや方

法を考えることができたか。 

 

 

 

①-イ 校内研究の取組が、教職員の

ICT活用指導力の向上を図り、児童・

生徒が主体的に「考え・わかり・で

きる」学びを引き出す授業につなが

ったか。 

 

②児童・生徒の実態に基づいて教育

の目標や内容を整理し学部内や各学

部間で共有するとともに、保護者等

の理解を得る説明を行えたか。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

〇一人ひとりのニーズに応

じた指導・支援の充実を図

る。 

 

 

 

 

〇教育活動を通して、人権

の視点に立った学校づくり

に取組む。 

①登校や集団への参加が難し

い児童・生徒、医療的ケアが

必要な児童・生徒などの教育

的ニーズを踏まえ、適切な支

援や関係機関との連携につな

げる。 

 

②チームによる客観的なデー

タの収集やアセスメントの共

有により、児童・生徒の人権

を尊重し成長につなげるため

に必要な素養を育む。 

①個別教育計画作成に係るチームによ

る話し合いのプロセスを大切にし、ア

セスメントから具体的で客観的な目標

や支援の方法等を検討する。 

 

 

 

②小中高等部を設置する強みや自立活

動教諭等との連携を生かし、授業研究

の協議やケース会議などで中堅教員等

がファシリテーションを行うなど、自

由度のある話し合いを進める。 

①学習上、生活上の支援の工夫や、

興味・関心を引き出す教材研究、関

係機関との連携など、チームによる

話し合いの中で具体的で客観的な支

援につなげることができたか。 

 

 

②教員同士が認め合い、支え合い、

互いの得意をのばす中で、児童・生

徒の人権を尊重し成長につなげるた

めの話し合いを充実させることがで

きたか。 

３ 進路指導・支援 

〇一人ひとりのニーズや適

性に応じ、自己選択・自己

決定のための継続した指

導・支援に取組む。 

 

〇一人ひとりの自立と社会

参加に向けた、主体的な取

組みを支援する。 

①職業選択支援のサービス開

始（Ｒ７年 10 月）を見据え、

進路先・見学先の充実を図

る。 

 

②通学支援に当たっては授業

との関連を図り、学びを地域

での生活に生かそうとする児

童・生徒の姿につなげる。 

①学習会等で保護者や事業所の方の声

を拾い上げ、本人・保護者の進路先見

学が充実するよう関係機関に働きかけ

る。 

 

②高等部卒業後の自立に向けて、各学

部が交通ルールや公共交通機関の利用

等に関する系統的な指導に当たり、校

外学習や通学の場面において身につけ

た力の活用を図る。 

①関係機関との連携を図り、進路

先・見学先の充実を図るなど、自己

選択・決定のための支援を充実させ

たか。 

 

②個別教育計画に基づいて通学に関

する必要な指導と支援を検討し、保

護者や移動支援等に携わる地域の

方々と情報を共有しながら通学支援

の取組を実施できたか。 

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の双方で連

携・協働するための組織

的・継続的な仕組みを構築

する。 

 

〇地域における特別支援教

育のセンター的機能の取組

を推進し、共生社会の実現

に向け取組む。 

①地域の方々とともに児童・

生徒を育てている、という思

いを持てる交流及び共同学習

を実践する。 

 

②全教職員が、センター的機

能に携わる共通認識を持ち、

地域の学校の特別支援教育に

係る校内支援体制の充実を図

る。 

①児童・生徒が役に立ち、必要とされ

たときの喜びや自信につながる姿を地

域の方々と共有し、持続性のある教育

活動を展開する。 

 

②-ア 児童・生徒の実態把握や見立て

る視点を全教職員が共有し、教育相談

や巡回相談の流れを把握する。 

 

 

②-イ 地域の学校の特別支援教育に関

する校内支援体制構築に必要なこと

を、市教育委員会とともに検討する。 

①児童・生徒を知ってもらう活動や

協働する場面を整理し、地域の方々

と一緒に活動を創造する取組につな

げられたか。 

 

②-ア 実態把握や見立てる視点を共

有し、児童・生徒の地域での学びに

生かすことができたか。 

 

 

②-イ 地域の学校や市教育委員会の

意見を反映して、校内支援体制の構

築に必要なことを共有できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇地域と連携し、安全・安

心な学校づくりに取組む。 

 

 

 

〇子どもと向き合う時間確

保のために、組織的な学校

運営と校務の効率化を図

る。 

①災害時に児童・生徒のいの

ちを守る、実践的な対応策を

構築する。 

 

 

②さまざまな働き方に配慮し

た業務改善を進め、教職員の

心身の健康の保持増進を図

る。 

 

①発災から児童・生徒を保護者に引き

渡すまでの一連の流れを想定した実践

的な訓練を行う中で、保護者や地域の

方の意見を聞く。 

 

②₋ア 授業時数や時間割を見直し、教

育の質の向上を図るために授業打合せ

や教材準備等の時間を確保する。 

 

②-イ 会議や事務業務の効率化及びサ

ーバー内や文書整理の方法の簡素化を

図る。 

①防災教育等の現状と課題を保護者

や地域の方と共有し、地域防災に関

する意見を反映しながら実践的な対

応策につなげることができたか。 

 

②₋ア 教育課程改善で生み出された

時間の活用方法について、課題を整

理して今後の展望を提示できたか。 

 

②-イ 効率化簡素化により、児童・

生徒と向き合う時間や話し合う時間

が増えたか。 

 

 


